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名前 得点
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問1 凸レンズの焦点距離よりも内側に物体を置いたとき、像が実物と同じ向きに映ることを何という？

1.  等大 2.  縮小 3.  倒立 4.  正立

問2 液体中の物体において、上下にかかる圧力の差によって上向きに押し上げる力を何という？

1.  摩擦力 2.  重力 3.  垂直抗力 4.  浮力

問3 屈折角が大きくなって限界を超え、光が物質の境界面を通らずにすべて反射してしまう現象を何という？

1.  屈折角 2.  全反射 3.  臨界角 4.  入射角

問4 光が鏡で反射するとき、反射面に立てた垂直な線と反射光とのなす角を何という？

1.  屈折角 2.  反射角 3.  臨界角 4.  入射角

問5 凸レンズの焦点の外側に物体を置いたとき、スクリーン上に投影される像のことを何という？

1.  倒像 2.  実像 3.  虚像 4.  正像

問6 1秒間に振動する回数と周期の間に成り立つ、互いに逆数となる関係にある値を何という？

1.  波長 2.  振幅 3.  振動数 4.  周期

問7 凸レンズの厚みが大きくなると、レンズが光を曲げる力はどうなるため、結果的に距離が短いものとなる？

1.  同じ 2.  短く 3.  長く 4.  変化しない

問8 凸レンズの向こう側に映る像のうち、上下左右が逆向きになっているものを何という？

1.  等大 2.  縮小 3.  正立 4.  倒立

問9 波のグラフを見たとき、中心線から山や谷までの高さを何という？

1.  波長 2.  振動数 3.  振幅 4.  周期

問10 波の数によって決まる、音の高さの指標となるものを何という？

1.  周期 2.  波長 3.  振幅 4.  振動数

問11 物体が1秒間に振れる回数を表す数値で、単位にヘルツが用いられるものを何という？

1.  波長 2.  振動数 3.  振幅 4.  周期

問12 波のグラフにおいて、振動がない状態の基線となる位置を何という？

1.  振幅 2.  中心位置 3.  振動数 4.  周期

問13 1つの物体に働く2つの力がつり合っているとき、力の大きさや向き以外に、それらの力が配置される条件は何という位置関係
を指すか？

1.  作用点 2.  一直線上 3.  力の向き 4.  力の大きさ

問14 音源が大きく振動することで大きくなる、波の高さを示す値を何という？

1.  振動数 2.  周期 3.  音速 4.  振幅

問15 凸レンズの焦点距離の内側に置いた物体によってできる、スクリーンに映し出すことができない像を何という？

1.  正像 2.  倒像 3.  実像 4.  虚像
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答え合わせ・解説

問1 答え 4
正立

物体を凸レンズの焦点の内側に置くと、光は集まらず、レンズを通しても実物と同じ上下左右の向きで大き
く見えます。これを正立と呼び、スクリーンには映せない虚像として観察されます。

問2 答え 4
浮力

浮力は、水などの液体に浸かった物体に対して働く上向きの力です。液体中の物体は深い位置ほど水圧が大
きいため、物体の上部と下部にかかる圧力に差が生じます。この圧力の差が、物体を押し上げる力として現
れます。

問3 答え 2
全反射

光が屈折率の大きい物質から小さい物質（例えば水中から空気中）へ進むとき、入射角を大きくしていくと
屈折角も大きくなります。ある一定の角度（臨界角）を超えると、光は境界を通り抜けることができなくな
り、すべて内側へ反射されます。これが「全反射」です。この現象は光ファイバー通信において、光を逃が
さずに遠くまで伝える技術として極めて重要です。また、ダイヤモンドが美しく輝くのも、内部に入った光
が全反射を繰り返すことで光の強さを増す仕組みがあるからです。

問4 答え 2
反射角

反射角とは、鏡などの面に立てた垂直な線（法線）から、跳ね返った光（反射光）がどのくらい傾いている
かを示す角度です。物理学において反射の規則を論じる際、入射角とセットで必ず定義されます。

問5 答え 2
実像

凸レンズの特性を利用して像を映し出すとき、光線がレンズを通った後に実際に一点で交わると、スクリー
ン上に像がはっきりと結ばれます。これを「実像」と呼びます。実像は常に上下左右が逆向きの倒立像とし
て現れます。物体をレンズに近づけると実像は大きく、逆に物体をレンズから遠ざけると実像は小さくなる
という性質があります。一方、物体をレンズに非常に近づけて焦点の内側に置いた場合は、スクリーンには
映らない「虚像」が形成されます。実像は映写機や顕微鏡など、光を何らかの場所に結像させるための光学
機器において重要な役割を果たしています。

問6 答え 3
振動数

振動数は1秒間に波が繰り返される回数です。周期をTとすると、振動数fは f = 1/T という式で表され、こ
れらは互いに逆数の関係にあります。

問7 答え 2
短く

凸レンズには光を屈折させて一点に集める能力があり、この能力を「屈折力」と呼びます。レンズが厚いほ
ど、またレンズの表面のカーブがきついほど、光を曲げる力は強くなります。そのため、光が強く曲げられ
ることでレンズから集光する点までの距離が短くなり、焦点距離が短いレンズとなります。反対に、薄いレ
ンズやカーブが緩やかなレンズは光を緩やかに曲げるため、光が集まる場所までの距離は長くなります。こ
の仕組みは眼鏡の度数調整やカメラのズーム機構などにも応用されています。

問8 答え 4
倒立

凸レンズを用いて像を作る際、物体の位置と焦点距離との関係により、像の向きや大きさが変化します。物
体を焦点の外側に置いたとき、光は凸レンズを通過して反対側に集まり、上下左右が逆向きになった像がス
クリーンに映し出されます。これを「倒立」と呼びます。逆に、物体を焦点の内側に置いた場合には、正立
した大きな像が見えることもあります。この倒立する像は、レンズを通った光が集まって作られる実像の典
型的な形態です。カメラや人間の眼球においても、レンズを通った光は受光面（センサーや網膜）の上で倒
立して映し出されており、脳内で処理されることで私たちは正しく像を認識しています。

問9 答え 3
振幅

「振幅」は、波の中心線から山（または谷）までの最大の高さです。音の場合、この振幅が大きいほど大き
な音として聞こえ、振幅が小さいほど小さな音として聞こえます。振動数が音の高さを決めるのに対し、振
幅は音の大きさを決める要素です。

問10 答え 4
振動数

高い音ほど1秒間に空気が振るえる回数（振動数）が多く、低い音ほどこの回数は少なくなります。人間が
聞き取れる音の範囲は決まっていますが、楽器のチューニングなどでこの数値が調整されます。

問11 答え 2
振動数

振動数とは、1秒間に物体が何回振動したかを示す値です。単位にはヘルツが使用されます。楽器の調律や
音の高さの判断において重要な数値となり、この数値が大きければ大きいほど、耳には高い音として認識さ
れます。

問12 答え 2
中心位置

振幅を計測する際、波の山や谷がどれだけ広がっているかを示す基準が必要です。その基準となる、波の中
心にある平坦なラインを指します。ここから山までの距離と、ここから谷までの距離が等しくなることで、
規則的な波が形成されます。

問13 答え 2
一直線上

2つの力がつり合うには、力の大きさが等しく、向きが逆であることに加え、力が同じ線の上に重なってい
る必要があります。これを「一直線上」にあると言います。力がずれていると、物体は回転しようとする力
などが働くため、つり合いが崩れてしまいます。

問14 答え 4
振幅

音源が震える幅のことを指し、この幅が大きければ大きいほど、大きな音として私たちの耳に届きます。オ
シロスコープなどで波形を視覚化すると、波の山から谷までの中心からの距離として現れます。この値はエ
ネルギーの大きさと深く関係しており、音を遠くまで届けるためには大きな振幅が必要です。

問15 答え 4
虚像

焦点より内側に物体がある場合、光はレンズを通過しても一点には集まらず、光の進む向きを逆方向にたど
った先に像ができるように見えます。この、スクリーンに映すことのできない像を虚像と呼びます。


